
事業主体名：葉山町

チェック欄

Ⅰ．目標の妥当性

①上位計画等との整合性 ○

②地域の課題への対応（地域の課題と整備計画の目標の整合性） ○

①整備計画の目標と定量的指標の整合性 ○

②定量的指標の明瞭性 ○

③目標と事業内容の整合性 ○

④事業の効果（要素事業の相乗効果等）の見込みの妥当性 ○

①円滑な事業執行の環境（事業熟度、住民等の合意形成等を踏まえた事業実施の
確実性）

○

②地元の機運（住民、民間等の活動・関連事業との連携等による事業効果発現の確
実性）

○

2017年2月27日

社会資本整備総合交付金チェックシート

Ⅱ．計画の効果・効率性

Ⅲ．計画の実現可能性

計画の名称：6．既存施設の長寿命化等の推進（防災・安全）



別紙

計画の名称： 6．既存施設の長寿命化等の推進（防災・安全）　

交付対象：葉山町　

プルダウン選択

チェック欄

Ⅰ．基礎項目

　１）整備計画の日付が年月日まで記載させているか。誤りはないか。 －

　２）交付対象に変更がないか。 ○

　３）事業費欄の金額に誤りがないか。効果促進事業費の割合が２割目途となっている
か。

○

　１）道路区域内の事業か。 ○

　２）計画の目標を実現するための事業となっているか。 ○

　３）特定の施策に特化した特化計画の場合は、該当する施策ごとに示す条件に合う
要素事業であるか。 （該当する施策は、別紙を参照）

○

　４）計画の成果目標(定量的指標）に合致する事業か。（定量的指標に合致しない基
幹事業の場合は「－」を記載）

○

　５）定量的指標の目標値に変更はないか。（目標値の変更に該当しない基幹事業の
場合は「－」を記載

○

　６）基幹事業の全体事業費に誤りはないか。計画期間の総事業費になっているか。 ○

　７）記載内容に誤りがないか（道路種別、事業内容（延長、面積等）等） ○

　１)計画の目標を実現するため基幹事業と一体的に実施することが必要な社会資本
整備重点計画法に揚げる事業か。

－

　２）一体的に実施することにより期待される効果には、基幹事業と一体的に実施する
ことによる効果が明確に記載されているのか。　（Ｈ２２年度版補助事務提要Ｐ698､699
を参照）
 例）基幹事業○と一体的に○○を実施することにより○○となり、○○を図る。

－

　１)計画の目標を実現するため基幹事業と一体となってその効果を一層高めるために
必要な事業か。

－

　２）一体的に実施することにより期待される効果には、基幹事業と一体的に実施する
ことによる効果が明確に記載されているのか。　（Ｈ２２年度版補助事務提要Ｐ698､699
を参照）
 例）基幹事業○と一体的に○○を実施することにより○○となり、○○を図る。

－

平成30年3月6日

社会資本総合整備計画の変更時チェックシート

Ⅱ．基幹事業を追加、変更する場合

Ⅲ．関連社会資本整備事業を追加、変更する場合

Ⅳ．効果促進事業を追加、変更する場合


